


現　象 資　料 対　策

適正に結線されて
いるか確認する

適正に結線されて
いるか確認する

ダンパ開閉、温度
条件を確認する

設定値が正しい
か確認する

遅動型の保護装
置を使用する

誤結線により過電流が流れブレーカ
トリップ

起動しない

(遠心、軸流を除く小型送風機）
380V以上においてインバータ運転
時のサージ電圧により絶縁が劣化
しショートしたため、モータ内蔵保護
装置切れ（導通が無い）またはブ
レーカトリップ

380Ｖ以上でイン
バータ運転する場
合は、必ずサージ
抑制フィルタを設
置し、機器にかか
るサージ電圧を低
減させてください。

・印加電圧が正し
いか確認する。仮
設電源の場合は
特に注意する

・羽根車の接触
や、異物混入が
無いか確認する

・使用温度が適切
か確認する

起動時間の長いリミットロードファン
に対して、遅動型の保護装置を使用
していなかったためブレーカトリップ

電源が供給されていないか、欠相し
ている

原　因

過負荷によるブレーカトリップ

サーマルスイッチの設定不良

モータ異常発熱によるモータ内蔵保
護装置の作動（導通が無い）

保護装置

動作時間

電
流

トリップ

遅動型サーマルリレー付
電磁開閉器動作特性

通常サーマルリレー付
電磁開閉器動作特性

シロッコファン起動時間

リミットロードファン起動時間



ファンの起動時間
を確認して、切り
替え時間を調整
する

現　象 資　料 対　策

適正に結線されて
いるか確認する
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送風機が変形し
ていないか確認す
る

Ｖベルトの張り調
整を行う

異物により回転体が拘束されている

Ｖベルトのスベリ音

異物を吸い込んだ ミツヤ殿写真

フレーキング
軸受が荷重を受けて
回転した時、内輪・
外輪の軌道面又は
転動体の転動面が
転がり疲れによって
うろこ状にはがれる
現象。

起動しない

内部点検し、異物
を取り除く

フレッチング
二面間の相対的繰り
返し微小滑りによって
生ずる磨耗。
軌道輪と転動体との
接触部やはめあい面
に生ずる。
赤褐色又は黒色の磨
耗粉を発生することか
らフレッチングコロージ
ョンともいう。

スターデルタの切り替え時間設定が
間違っていたために、ブレーカトリッ
プ

原　因

異常音がする

欠相運転による電磁音（うなり音）の
発生

・吸込み側に異物
が無いか確認す
る

・吸込み側にﾌｨﾙﾀ
を設置する場合
は確実に取り付け
る

・適正なグリスを
使用する

・定期的にベルト
の張りを調整する

・定期的に羽根車
を清掃する

・適正なベルトの
張力に調整する

・使用環境条件が
適切か確認する

・定期的にグリス
の給油、または軸
受けを交換する

・適正なグリスを
使用する

軸
受
け
損
傷

・ベルトの張り過ぎ
・異物の侵入、水の浸入
・グリス不足または寿命
・グリスの種類間違い

・グリス不適合
・ベルトのばたつきによる微振
動
・羽根車のアンバランスによる
微振動

羽根車と吸込口の接触



現　象 資　料 対　策

使用範囲内の周
波数で共振する
周波数を確認しス
キップする。

適正なスキマを設
ける

当て木を外す

振動する

原　因

インバータ使用による共振のため本
体が振動する

インバータ使用による共振により、
ベルトが振動する（ばたつく、反転）

ミツヤ殿写真

ごみ、異物付着により羽根のﾊﾞﾗﾝｽ
がくずれたために本体が振動する

・伸縮継手（キャン
バス）を設ける

・ダクトにサポート
を設ける

ストッパボルトが締付けられている

ベルトの張り不足もしくは磨耗により
ベルトが振動する（ばたつく）

ダクト荷重が送風機に加わっている

・V-Fパターンを二
乗低減にする

・キャリア周波数
を調整する

ベルトの劣化により、ベルト底部に
割れが発生してプーリーとの間で振
動する

・給気口にフィル
タを設置する

・定期的に羽根車
を清掃する

輸送用の当て木が付いている

ベルトを新しいも
のと交換する

定期的なベルトの
張り調整または交
換を行う



現　象 資　料 対　策

ファンの回転方向
を確認する

漏れを防止する

風量が少ない

ダクトの隙間から風が漏れている

吸込み口の目詰まり ミツヤ殿写真
定期的に点検、清
掃を行う

次のようなダクト工事はしないでください。
（１）（２）（３）はダクト抵抗が大きくなり、（４）は気流の乱れ・衝突
が発生します。吸込口・吐出口が閉塞に近い状態での運転とな
りうるので、振動や騒音値が大きくなるばかりではなく、風量の
低下やモータに悪影響を与えます。

・ダクト抵抗が高くサージング発生

・吸込旋回失速

回転方向の誤り
（三相モータでの誤結線）

原　因

適切にダクト施工
をする



送風機の直前直後は通常のダクト内よりも乱流や旋回流が多く発生し
ているため、計算どおりの圧損にならない場合があります。
特に軸流送風機ではダクト外周側の風速が速いため、直前直後で急縮
小を行うと大きな圧損が発生します。

風量が少ない

たわみ継手のたるみ

吐出側・吸込側たわみ継手が長す
ぎ内側に大きくたるみ、流路を塞い
でいる

・ダクトの絞りを緩
やかにする

・送風機から離れ
た所（※）からダク
ト径を変える

※適正距離につ
いてはメーカーに
ご相談ください

障害物との距離を
離す（※）

※適正距離につ
いてはメーカーに
ご相談ください

送風機の直前直後で、ダクトが急縮
小または急拡大されている

吸込口の直前に障害物がある

ダクトがT字の先で行き止まりになっ
ている

偏流を防止する
対策を行う
（案内板設置な
ど）

適正な長さのたわ
み継手を使用す
る

不具合例 適 切 例

対 策 例
案内板

不具合例

適 切 例

流路内にた

わみ継ぎ手

のたるみが

あり、流路を

塞いでいる

たわみ継手の

たるみ
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